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歯科の業界新聞において、「フッ素配合歯磨剤 米国の幼児 38%が推奨量以上を使用」

（日本歯科新聞（2019 年 2 月 19 日））、「フッ素入り歯磨剤への注意が波紋 アメリカ・

CDC」（日本歯科新聞（2019 年８月 13 日））の記事が出され、家庭や歯科臨床や行政の

現場で歯のフッ素症について不安の声がきかれます。しかし、記事で取り上げている報告に

は、フッ化物配合歯磨剤の使用が歯のフッ素症に関係する解析は見当たりません。ここでは

日本におけるフッ化物配合歯磨剤の安全性について誤解を招かないよう、解説をします。 

 

記事では、Wienerら（2018年）1）や米国疾病管理予防センター（CDC、2019年）2）の報告

が紹介されていました。いずれも米国国民健康栄養調査（NHANES）という全国調査のデ

ータを使用しています。Wienerら1）は、2回の調査データに基づき、10年間の歯のフッ素症

の割合の変化を報告しています。しかし、この報告では同じ地域の人たちを比べたとの記述

がなく、10年間に歯のフッ素症が同じ地域で “増加”したことを確認できません。また、歯

のフッ素症はフッ化物を多く摂取することで起こりますが、対象者の水道水フロリデーショ

ンの経験等に関する情報も見当たりません。歯のフッ素症は検査する人によって評価が分か

れることもありますので、2回の調査で検査する人が同じであったか、または検査する人同

士で評価結果が一致するように検査前に訓練していたかは、この報告では言及されていませ

ん。CDCの報告2）では、CDC、米国歯科医師会3)等のフッ化物配合歯磨剤使用に関する推奨

と比較して、歯磨剤の使用量が多い者や少ない者、歯磨剤を使い始めた年齢が早い者や遅い

者の割合を報告しています。あくまでも歯磨剤を適切に使用しているかどうかの実態を示し

たもので、両報告ともフッ化物配合歯磨剤の使用による歯のフッ素症増加リスクを示す報告

ではありません 

1997 年、米国医学研究所（IOM: Institute of Medicine）の食物栄養委員会は、過去の疫

学研究にもとづいて、フッ化物の摂取目安量（AI：う蝕を減らし、中等度以上の歯のフッ素

症を発症しないための摂取量）を 1 日 0.05mg/kg と設定しています４)。米国の 2 歳児が水

道水とフッ化物配合歯磨剤から摂取するフッ化物量を算定すると、1 日 0.55mg で、米国 2

歳児の体重を考慮した目安量の 0.75mg/日を下回っています。日本の 2 歳児で、仮に適切な

量のフッ化物配合歯磨剤を全て飲み込んだ場合は 0.2mg のフッ化物を摂取することになり



3)、これは目安量（男児 0.58 mg/日、女児 0.55mg/日）の半分以下となっています。現在日

本ではう蝕予防でフッ化物を使用する場合は口に含めて飲み込まない方法を用いています

ので、適切な使用で歯のフッ素症が発現することはなく安全であると言えます。 
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